
ホ
テ
ル
磯
部
ガ
ー
デ
ン

ホ
テ
ル
磯
部
ガ
ー
デ
ン

ホ
テ
ル
磯
部
ガ
ー
デ
ン

群馬県・磯部温泉

磯
部
館

磯
部
館

磯
部
館

群馬県・磯部温泉

風
の
テ
ラ
ス

風
の
テ
ラ
ス
K
U
K
U
N
A

K
U
K
U
N
A

風
の
テ
ラ
ス
K
U
K
U
N
A

山梨県・富士河口湖温泉郷

岸
権
旅
館

岸
権
旅
館

岸
権
旅
館

群馬県・伊香保温泉

飲
泉
、
自
家
源
泉

飲
泉
、
自
家
源
泉

か
け
流
し
の
秘

か
け
流
し
の
秘
湯 

観
音
温
泉

観
音
温
泉

飲
泉
、
自
家
源
泉

か
け
流
し
の
秘
湯 

観
音
温
泉

静岡県・観音温泉

本
陣
平
野
屋　

花
兆
庵

本
陣
平
野
屋　

花
兆
庵

本
陣
平
野
屋　

花
兆
庵

岐阜県・高山温泉

松
園
荘　

保
津
川
亭

松
園
荘　

保
津
川
亭

松
園
荘　

保
津
川
亭

京都府・湯の花温泉

延
楽
延
楽
延
楽

富山県・宇奈月温泉
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「
舌
切
雀
の
伝
説
」
が
生

ま
れ
た
地
で
知
ら
れ
る
群
馬

県
磯
部
温
泉
の
ホ
テ
ル
磯
部

ガ
ー
デ
ン（
櫻
井
丘
子
社
長
）

は
、
４
カ
所
の
大
浴
場
と
露

天
風
呂
付
き
客
室
を
備
え
る

温
泉
自
慢
の
宿
。
館
内
に
い

な
が
ら
に
し
て
湯
巡
り
を
楽

し
め
る
。

大
浴
場
は
男
性
用
、
女
性

用
、
そ
れ
ぞ
れ
２
つ
ず
つ
。

内
湯
４
つ
、露
天
風
呂
８
つ
、

計
１２
個
の
浴
槽
を
備
え
て
い

る
。２

階
大
浴
場
「
楽
山
の
湯

（
男
、女
）」は
、０５
年
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

思
い
切
り
手
足
を
伸
ば
せ
る

湯
船
に
、
男
性
用
、
女
性
用
、

そ
れ
ぞ
れ
に
趣
の
異
な
る
露

天
風
呂
を
備
え
る
。
男
、
女

と
も
同
じ
広
さ
に
し
て
い
る

の
が
昨
今
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ

チ
し
て
い
て
う
れ
し
い
。

１
階
大
浴
場「
楽
水
の
湯
」

（
男
、
女
）は
、

特
に
露
天
風
呂

が
お
薦
め
。
香

り
豊
か
な
檜
風

呂
を
は
じ
め
、

野
趣
あ
ふ
れ
る

岩
風
呂
な
ど
、

男
女
合
わ
せ
て

６
つ
の
湯
船
が

並
ぶ
癒
し
の
空

間
だ
。

露
天
風
呂
付

き
客
室
は
１０
室

備
え
た
。
木
の

香
り
が
心
地
よ

い
ひ
の
き
風
呂
や
、
信
楽
焼

風
呂
な
ど
、
各
種
タ
イ
プ
を

そ
ろ
え
て
い
る
。
赤
城
山
、

榛
名
山
、
妙
義
山
の
「
上
毛

三
山
」
を
一
望
す
る
な
ど
、

眺
望
も
自
慢
だ
。

磯
部
は
古
く
か
ら
湯
治
場

と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
た

が
、
天
明
３
年（
１
７
８
３
）

の
浅
間
山
大
噴
火
で
湧
出
量

が
飛
躍
的
に
増
え
、
今
日
ま

で
の
発
展
を
し
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。

温
泉
の
成
分
は
重
曹
食
塩

泉
。特
に
神
経
痛
、胃
腸
病
に

効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

磯
部
は
温
泉
マ
ー
ク
発
祥

の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

地
元
農
民
の
土
地
を
巡
る
い

さ
か
い
に
対
し
て
出
さ
れ
た

幕
府
の
判
決
文
に
、
現
在
使

わ
れ
て
い
る
温
泉
マ
ー
ク
が

記
さ
れ
、
こ
れ
が
日
本
最
古

の
温
泉
マ
ー
ク
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
。

東
京
か
ら
新
幹
線
で
約
１

時
間
と
い
う
便
利
な
ア
ク
セ

ス
か
ら
、
「
温
泉
会
議
力
」

と
銘
打
ち
、
企
業
に
対
し
て

宿
泊
を
伴
っ
た
会
議
利
用
も

呼
び
掛
け
て
い
る
。

▽
群
馬
県
安
中
市
磯
部
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ホ
テ
ル
磯
部
ガ
ー
デ
ン
の

姉
妹
館
、
磯
部
館
（
櫻
井
太

作
社
長
）
は
、
江
戸
時
代
か

ら
こ
の
地
で
旅
館
を
営
む
老

舗
だ
。
美
し
い
日
本
庭
園
が

四
季
折
々
の
姿
を
見
せ
、
訪

れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
る
。

碓
氷
川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
絶

景
の
見
え
る
大
浴
場
「
碓
氷

の
湯
」「
透
磁

の
湯
」が
同
館

自
慢
の
施
設
。

四
季
の
彩
り
を

感
じ
な
が
ら

「
群
馬
県
の
仕

上
げ
の
湯
」
と

呼
ば
れ
る
温
泉

を
思
う
存
分
満

喫
で
き
る
。
碓

氷
の
湯
に
は
マ

ッ
サ
ー
ジ
効
果

が
あ
る
打
た
せ

湯
も
あ
る
。
男

女
入
れ
替
え
制

な
の
で
、
１
泊
の
滞
在
で
誰

も
が
利
用
で
き
る
。

風
呂
を
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

楽
し
み
た
い
向
き
に
は
客
室

露
天
風
呂
が
あ
る
。
ゆ
っ
た

り
、
た
っ
ぷ
り
の
部
屋
付
き

風
呂
で
、
身
も
心
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
る
。

平
成
８
年
に
掘
削
さ
れ
た

天
然
温
泉
を
源
泉
か
ら
引
い

て
利
用
し
て
い
る
。
磯
部
は

も
と
も
と
温
度
の
低
い
鉱
泉

だ
っ
た
が
、
新
た
な
掘
削
で

５２
・
６
度
の
熱
い
湯
が
毎
分

１
５
０
�
わ
く
よ
う
に
な
っ

た
。
泉
質
は
重
曹
食
塩
泉
。

や
け
ど
、
切
り
傷
、
慢
性
婦

人
病
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と

い
う
。

▽
群
馬
県
安
中
市
磯
部
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４
ヵ
所
の
大
浴
場
で
湯
巡
り

群
馬
県
の
仕
上
げ
の
湯

大
浴
場

ホ
テ
ル
全
景

１階露天風呂

山
梨
県
富
士
河
口
湖
温
泉

郷
の
風
の
テ
ラ
ス
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｎ
Ａ（
宮
下
明
壽
社
長
）は
、

河
口
湖
と
富
士
山
を
一
望
す

る
眺
望
自
慢
の
宿
。
全
客
室

に
テ
ラ
ス
を
装
備
し
て
、
抜

群
の
景
色
を
心
ゆ
く
ま
で
楽

し
め
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い

る
。一

風
変
わ
っ
た
名
前
「
Ｋ

Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」
は
ハ
ワ
イ
語

で「
日
の
光
」を
意
味
す
る
。

ハ
ワ
イ
、
マ
ウ
イ
島
の
ホ
テ

ル
に
勤
務
経
験
が
あ
る
現
社

長
が
、
「
さ
ん
さ
ん
と
降
り

注
ぐ
陽
の
光
を
浴
び
、
明
る

く
楽
し
い
リ
ゾ
ー
ト
の
雰
囲

気
を
満
喫
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
の
思
い
を
込
め
、
明

る
く
、
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

温
泉
施
設
は
最
上
階
９
階

に
あ
る
大
空
の

湯
「
月
」
と

「
星
」
。
そ
れ

ぞ
れ
、
雄
大
な

景
色
が
目
の
前

に
広
が
る
パ
ノ

ラ
マ
展
望
大
浴

場
と
、「
ま
る
で

天
空
に
浮
か
ん

で
い
る
よ
う
」

と
形
容
さ
れ
る

露
天
風
呂
を
備

え
る
。
「
月
」

は
半
身
浴
と
ド

ラ
イ
サ
ウ
ナ
、

「
星
」は
立
湯
と
ス
チ
ー
ム
サ

ウ
ナ
も
装
備
。
男
女
入
れ
替

え
制
な
の
で
２
つ
の
施
設
を

１
回
の
滞
在
で
楽
し
め
る
。

湯
上
が
り
処
「
風
の
テ
ラ

ス
」
で
は
、
冷
た
い
富
士
の

名
水
を
用
意
。
絶
景
を
眺
め

な
が
ら
ほ
て
っ
た
体
を
い
や

し
て
も
ら
う
。

ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
で
は
、「
展

望
館
」７
、８
階
が
露
天
風
呂

の
付
い
た
特
別
室
。
広
め
の

テ
ラ
ス
に
付
い
た
露
天
風
呂

は
、
絶
景
を
独
り
占
め
に
で

き
る
ぜ
い
た
く
な
空
間
だ
。

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
「
Ｌ
ｉ
ｋ

ｏ
」（
ハ
ワ
イ
語
で
つ
ぼ
み
の

意
味
）で
は
、フ
ェ
イ
シ
ャ
ル

エ
ス
テ
か
ら
ボ
デ
ィ
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
ま
で
メ
ニ
ュ
ー
を

多
彩
に
取
り
そ
ろ
え
て
い

る
。マ
ッ
サ
ー
ジ「
Ｈ
ａ
ｌ
ｅ

Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
」（
ハ
ワ

イ
語
で
癒
し
の
家
の
意
味
）

は
、
湯
上
が
り
後
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
ク
イ
ッ
ク
マ
ッ
サ

ー
ジ
。
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

施
設
も
充
実
し
て
い
る
。

▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士

河
口
湖
町
浅
川
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石
段
の
温
泉
街
で
知
ら
れ

る
群
馬
県
伊
香
保
温
泉
の
岸

権
旅
館
（
岸
権
三
郎
社
長
）

は
、
天
正
４
年（
１
５
７
６
）

創
業
、
現
在
の
当
主
が
２０
代

目
と
な
る
老
舗
の
温
泉
旅
館

だ
。
本
館
、
離
れ
、
浴
室
棟

と
合
わ
せ
て
１０
種
類
の
風
呂

が
あ
り
、
温
泉
は
す
べ
て
源

泉
１
０
０
％
、
か
け
流
し
で

使
っ
て
い
る
。

伊
香
保
温
泉

全
湧
出
量
の
約

１
割
に
当
た

る
、
毎
分
約
４

０
０
�
強
の
湯

量
を
有
し
て
い

る
。
そ
の
た
め

温
泉
を
水
で
薄

め
た
り
、
循
環

を
し
た
り
す
る

必
要
が
な
い
わ

け
だ
。

施
設
は
石
段

街
と
上
毛
の

山
々
を
一
望
す
る
、
眺
望
に

こ
だ
わ
っ
た
浴
室
棟
の
展
望

風
呂
「
六
左
衛
門
の
湯
」
、

離
れ
の
露
天
風
呂
「
権
左
衛

門
の
湯
」、
本
館
大
浴
場「
又

左
衛
門
の
湯
」
。
浴
室
棟
に

は
貸
し
切
り
の
展
望
風
呂
も

あ
る
。
い
ず
れ
も
伊
香
保
の

由
緒
あ
る
源
泉「
黄
金
の
湯
」

を
惜
し
げ
も
な
く
か
け
流
し

で
使
っ
て
い
る
。

泉
質
は
硫
酸
塩
泉
。
湯
の

中
に
含
ま
れ
る
鉄
分
が
空
気

に
触
れ
て
酸
化
し
て
、
独
特

の
茶
褐
色
と
な
る
の
が
特

徴
。
神
経
痛
、
筋
肉
痛
、
慢

性
消
化
器
病
な
ど
、
様
々
な

疾
病
に
効
く
と
言
わ
れ
る
。

▽
群
馬
県
渋
川
市
伊
香
保

町
伊
香
保
甲
４８
番
地
。
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雄
大
な
景
色
広
が
る
露
天

源
泉
１００
％
の
か
け
流
し

権
左
衛
門
の
湯
（
秋
）

露
天
風
呂
付
き
テ
ラ
ス
ル
ー
ム

大空の湯

「
飲
泉
、
自
家
源
泉
か
け

流
し
の
宿
」
観
音
温
泉
（
鈴

木
和
江
社
長
）
は
、
伊
豆
半

島
・
奥
下
田
の
閑
静
な
山
間

に
位
置
す
る
秘
湯
だ
。
昭
和

３８
年
、
同
館
創
立
者
が
夢
枕

に
現
れ
た
観
音
様
の
お
告
げ

を
受
け
て
こ
の
地
を
掘
削
し

た
と
こ
ろ
、
湯
量
豊
富
な
温

泉
を
見
事
掘
り
当
て
た
と
い

う
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。

伊
豆
半
島
に
位
置
す
る
観

音
温
泉
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海

プ
レ
ー
ト
に
乗
っ
て
、
は
る

か
南
の
海
か
ら
日
本
列
島
形

成
に
参
画
し
た
唯
一
の
地
塊

な
の
だ
。こ
の
プ
レ
ー
ト
と
、

中
央
〜
西
日
本
を
形
成
し
て

い
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト

と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
富

士
・
箱
根
・
伊
豆
諸
島
に
続

く
火
山
帯
が
形
成
さ
れ
た
。

伊
豆
の
語
源
と
さ
れ
る

「
湯
出
づ
」
、
温
泉
も
ま
た

地
球
の
営
み
の
賜
物
で
あ

る
。
大
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

気
は
地
中
で
そ
の
出
番
を
待

っ
て
い
た
。
ま
さ
に
そ
の
破

砕
帯
（
断
層
）
か
ら
湧
き
出

る
源
泉
は
神
秘
的
な
も
の

だ
。泉

質
は
ｐ
Ｈ
９
・
５
の
強

ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
で
、
超

軟
水
。
そ
の
成
分
か
ら
、
人

の
肌
を
す
べ
す
べ
に
す
る
美

容
効
果
や
、
筋
肉
痛
、
腰
痛
、

リ
ウ
マ
チ
な
ど
様
々
な
疾
病

へ
の
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。

温
泉
は
入
浴
だ
け
で
な
く

飲
泉
も
で
き
る
の
が
大
き
な

特
徴
だ
。
「
人
の
血
液
は
弱

ア
ル
カ
リ
性
を
保
っ
て
い
る

が
、
現
代
人
は
肉
や
糖
分
の

と
り
過
ぎ
、
偏
食
、
疲
労
で

酸
性
に
偏
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
の
温
泉
を
飲
用
す
る
こ
と

で
体
を
弱
ア
ル
カ
リ
性
に
変

え
、
毎
日
摂
取
す
る
こ
と
で

体
調
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
」

と
い
う
。

観
音
温
泉
の
宿
泊
棟
「
ピ

グ
マ
リ
オ
ン
」「
本
館
」「
正

運
（
せ
い
う
ん
）
館
」
「
離

れ
産
土
（
う
ぶ
す
な
）
亭
」

と
、
温
泉
棟
「
大
総
檜
風
呂

（
ガ
ラ
テ
ィ
ア
）」は
、
い
ず

れ
も
自
家
源
泉
（
毎
分
６
０

０
�
）
を
か
け
流
し
で
使
っ

て
い
る
。

「
ピ
グ
マ
リ

オ
ン
」
は
１８
室

す
べ
て
が
源
泉

か
け
流
し
露
天

風
呂
付
き
。「
本

館
」
は
浴
槽
、

床
、
天
井
に
檜

を
ぜ
い
た
く
に

使
っ
た
源
泉
か

け
流
し
半
露
天

風
呂
付
き
や
、

足
湯
付
き
の
客
室
を
備
え

る
。
「
正
運
館
」
は
自
家
製

天
然
檜
の
香
り
が
か
ぐ
わ
し

い
源
泉
か
け
流
し
庭
園
檜
風

呂
付
き
。
「
離
れ
産
土
亭
」

は
同
館
発
祥
時
の
館
、
源
泉

か
け
流
し
の
大
浴
場
「
ひ
ょ

う
た
ん
風
呂
」「
乙
女
風
呂
」

が
あ
る
。

温
泉
棟
の
「
観
音
之
湯
ガ

ラ
テ
ィ
ア
」
は
、
檜
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
「
大
総
檜
風

呂
」
、
昼
間
は
天
城
連
山
の

緑
、
夜
は
星
空
を
楽
し
め
る

「
星
空
の
満
天
露
天
風

呂
」、
マ
ッ
サ
ー
ジ
浴
の「
ア

メ
リ
カ
ン
ス
パ
」
を
備
え
て

い
る
。

同
館
は
、
こ
の
飲
め
る
温

泉
を
商
品
化
（
飲
む
温
泉

観
音
温
泉
）
し
て
お
り
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
販

売
し
て
い
る
。
商
品
は
国
際

食
品
コ
ン
テ
ス
ト
「
モ
ン
ド

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
今
年
度

初
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
見
事

に
金
賞
を
受
賞
し
た
。

▽
静
岡
県
下
田
市
横
川
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本
陣
平
野
屋
花
兆
庵
（
有

巣
秀
司
社
長
）は
、飛
騨
の
小

京
都
、
高
山
の
中
心
に
建
つ

古
都
の
風
情
あ
ふ
れ
る
宿
。

心
を
込
め
た
お
も
て
な
し
で

せ
い

ひ
つ

静
謐
な
時
間
を
提
供
す
る
。

湯
量
豊
富
な
温
泉
は
、
花

兆
庵
の
内
風
呂
「
石
橋
の

湯
」
、
別
館
の
「
月
あ
か
り

の
湯
」
（
男
性
用
）
、
「
き

ら
ら
の
湯
」
（
女
性
用
）
の

ほ
か
、
別
館
最
上
階
に
あ
る

男
性
専
用
露
天
風
呂
「
り
ら

っ
く
す
満
天
」
、
別
棟
に
あ

る
大
人
の
女
性
専
用
「
り
ら

っ
く
す
蔵
」
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。

「
り
ら
っ
く
す
蔵
」
は
、

明
治
時
代
の
古
民
家
を
再

生
。
エ
ス
テ
も
楽
し
め
る
癒

し
の
施
設
。
浴
場
は
、
土
蔵

の
重
厚
な
漆
喰
の
壁
や
艶
や

か
な
梁
、
高
い
天
井
を
生
か

し
た
。
エ
ス
テ
は
、
庭
を
望

む
和
室
で
プ
チ
リ
フ
レ
ク
ソ

ロ
ジ
ー
か
ら
本
格
的
な
ス
ト

ー
ン
セ
ラ
ピ
ー
ま
で
充
実
の

内
容
。

ま
た
、
男
性
専
用
の
露
天

風
呂
「
り
ら
っ
く
す
満
天
」

は
、
高
山
の
町
並
と
宮
川
の

ゆ
る
や
か
な
流
れ
が
一
望
。

満
天
の
星
の
下
で
の
湯
浴
み

が
楽
し
め
る
。

▽
岐
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県
高
山
市
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町
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露
天
風
呂

大
人
の
女
性
専
用
「
り
ら
っ
く
す
蔵
」

伊
豆
・
奥
下
田
の
閑
静
な
秘
湯

古
都
の
風
情
が
あ
ふ
れ
る

客
室
風
呂
も
充
実

松
園
荘
保
津
川
亭
は
、
京

都
の
奥
座
敷
湯
の
花
温
泉
に

あ
る
和
風
旅
館
。
き
め
細
か

い
、
温
か
み
の
あ
る
お
も
て

な
し
で
旅
客
を
迎
え
る
。
洗

練
さ
れ
た
施
設
、
京
の
旬
の

料
理
も
好
評
の
宿
。
自
慢
の

温
泉
は
、単
純
放
射
能
泉
で
、

湯
量
も
豊
富
。
良
質
な
温
泉

は
、
今
年
４
月
に
完
成
し
た

新
し
い
大
浴
場
棟
「
湯
遊
び

処
」
で
満
喫
で
き
る
。

大
浴
場
棟
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
「
緑
の
中
の
湯
遊
び

処
」
。
敷
地
面
積
は
、
１
５

６
９
・
３５
平
方
�
。
同
旅
館

の
敷
地
内
に
あ
る
里
山
部
分

の
一
部
を
開
発
し
た
。
２
階

建
て
で
、
１
階
に
は
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
タ
イ
プ
の
家
族
風

呂
と
エ
ス
テ
ル
ー
ム
、
岩
盤

浴
。
２
階
に
は
、
大
浴
場
、

露
天
風
呂
、ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
、

薬
湯
、足
湯
、能
舞
台
、湯
上

り
処
を
用
意
。

大
浴
場
「
大

黒
の
湯
」
は
、

ゆ
っ
た
り
楽
し

め
る
大
き
な
浴

槽
と
、
ス
パ
感

覚
の
多
彩
な
ジ

ャ
グ
ジ
ー
バ
ス

が
特
徴
。
男
女

と
も
に
１
２
６

平
方
�
。
と
も

に
主
浴
槽
に
加

え
、
ジ
ェ
ッ
ト

バ
ス
、
ジ
ャ
グ

ジ
ー
バ
ス
が
あ

り
、
さ
ら
に
男

性
大
浴
場
に
は
バ
イ
ブ
ロ
バ

ス
、
女
性
大
浴
場
に
は
ミ
ル

キ
ー
バ
ス
が
あ
る
。
浴
室
と

浴
槽
に
は
御
影
石
を
、
床
に

は
水
切
れ
の
よ
い
磁
器
質
タ

イ
ル
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

露
天
風
呂
は
、
男
女
そ
れ

ぞ
れ
庭
も
含
め
約
４
０
０
平

方
�
。庭
に
高
さ
５
�
、幅
１０

�
の
大
滝
が
配
さ
れ
、
水
し

ぶ
き
と
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
楽

し
め
る
。御
影
石
の
石
風
呂
、

緑
の
中
に
檜
の
香
り
た
だ
よ

う
檜
風
呂
、
四
季
折
々
を
感

じ
ら
れ
る
薬
湯
が
あ
る
。
ミ

ス
ト
サ
ウ
ナ
は
洋
風
で
、
ル

ー
ム
内
に
噴
水
も
あ
る
。

家
族
風
呂
（
福
祉
風
呂
）

は
２
タ
イ
プ
あ
る
。
洋
風
の

「
ほ
っ
こ
り
」
は
広
さ
６８
平

方
�
。
和
風
「
和
み
」
は
広

さ
９０
平
方
�
。
そ
れ
ぞ
れ
、

内
湯
と
露
天
風
呂
が
あ
る
。

湯
上
り
処
は
、
木
を
基
調

と
し
た
ぬ
く
も
り
の
あ
る
空

間
。
日
本
の
伝
統
芸
能「
能
」

や
「
歌
舞
伎
」
を
楽
し
め
る

大
き
さ
は
約
１５
平
方
�
も
あ

る
、
本
格
的
な
能
舞
台
が
あ

る
。
舞
台
の
ま
わ
り
に
は
、

一
度
に
８
人
が
利
用
で
き
る

足
湯
も
あ
る
。

▽
京
都
府
亀
岡
市
湯
の
花
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黒
部
渓
谷
の
観
光
拠
点
、

富
山
県
宇
奈
月
温
泉
の
延
楽

（
濱
田
政
利
社
長
）
は
、
渓

谷
を
一
望
で
き
る
３
つ
の
絶

景
露
天
風
呂
が
自
慢
だ
。

黒
部
渓
谷
の
岩
を
組
み
上

げ
、
自
然
を
そ
の
ま
ま
イ
メ

ー
ジ
し
た
岩
風
呂
。
清
流
が

眼
下
に
広
が
り
、
風
情
あ
ふ

れ
る
檜
の
露
天
風
呂
。
男
女

入
れ
替
え
制
な

の
で
、
１
泊
の

滞
在
で
両
方
の

湯
を
楽
し
め

る
。
さ
ら
に
今

年
４
月
に
は
、

総
檜
の
露
天
風

呂「
華
の
湯
」が

オ
ー
プ
ン
し

た
。大

き
な
窓
の

向
こ
う
に
あ
る

自
然
の
眺
望
を

楽
し
め
る
大
浴

場
も
２４
時
間
オ

ー
プ
ン
し
て
い
る
。

弱
ア
ル
カ
リ
性
、
肌
触
り

が
柔
ら
か
く
、
疲
労
回
復
、

神
経
痛
な
ど
に
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
る
温
泉
は
、
正
保

２
年
（
１
６
４
５
）
の
発
見

か
ら
、
深
山
幽
谷
の
隠
れ
湯

と
し
て
長
く
利
用
さ
れ
て
き

た
。
宇
奈
月
の
温
泉
街
は
大

正
時
代
の
黒
部
川
電
源
開
発

に
伴
い
誕
生
。
以
来
、
庶
民

や
多
く
の
文
人
墨
客
に
愛
さ

れ
る
、
北
陸
を
代
表
す
る
一

大
温
泉
地
に
発
展
し
た
。

檜
の
湯
船
に
、
入
浴
リ
フ

ト
を
備
え
付
け
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
の
客
室
も
好
評
を

博
し
て
い
る
。

▽
富
山
県
黒
部
市
宇
奈
月
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華
の
湯

渓
谷
一
望
の
絶
景
露
天

新
し
い
大
浴
場
棟
で
湯
遊
び

吹
き
抜
け
の
フ
ロ
ン
ト
・
ロ
ビ
ー

新たな大浴場「湯遊び処」
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